
小
山
鷲
巣
線
に
お
け
る

通
学
路
の
安
全
性

市
道
小
山
鷲
巣
線
の
う
ち
、
多

く
の
児
童
生
徒
が
通
う
鷲
巣
地
内
の
通

学
路
の
安
全
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

交
通
量
も
多
く
、
改
良
が
必
要

な
道
路
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
安
全
対
策
を
実
施
し
て
き

た
が
、
さ
ら
に
袋
井
警
察
署
と
も
協

議
し
、
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
早
急

に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

総
合
体
育
館
の
整
備
構
想
は

市
民
体
育
館
が
老
朽
化
し
、
建

て
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
建
設

地
の
条
件
は
あ
る
か
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く

の
市
民
が
利
用
し
や
す
い
こ
と
が
立

地
条
件
で
あ
る
。
当
然
、
災
害
時
に

は
防
災
機
能
を
備
え
た
施
設
と
も
な

る
。
今
年
度
中
に
施
設
規
模
や
機
能

等
を
ま
と
め
、
立
地
場
所
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

袋
井
宿
開
設
四
〇
〇
年

記
念
事
業
の
進
め
方
は

4
年
後
に
迫
っ
た
袋
井
宿
開
設

四
〇
〇
年
記
念
事
業
は
、
当
市
を
活

性
化
さ
せ
、
全
国
に
発
信
す
る
絶
好

の
機
会
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

9
月
に
は
市
民
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
い
。
歴
史
や
文
化
に
造

詣
の
深
い
方
や
民
間
手
法
を
有
す
る

方
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の

参
画
を
期
待
し
て
い
る
。

小
学
校
の
普
通
教
室
に

設
置
し
た
扇
風
機
の
効
果
は

市
内
全
小
学
校
の
普
通
教
室
に

扇
風
機
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
使

用
実
績
と
効
果
は
ど
う
か
。

昨
年
度
、
市
内
全
て
の
小
学

校
の
普
通
教
室
へ
各
2
台
、
合
計

3
6
3
台
を
設
置
し
、
昨
年
の
7
月

と
9
月
は
、ほ
ぼ
毎
日
使
用
さ
れ
た
。

教
室
内
の
空
気
が
動
き
、
体
感
温
度

が
下
が
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
学
習
に
集
中
し
や
す
い
環
境
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
電
気
料

も
1
台
あ
た
り
、
1
日
7
時
間
使
用

で
約
7
円
、
小
学
校
の
全
て
の
扇
風

機
を
1
日
使
用
し
て
も
2
3
0
0
円

程
度
で
あ
り
、
特
に
問
題
は
な
い
。

小
学
校
で
の
効
果
を
検
証
し
、

中
学
校
へ
の
設
置
の
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

今
後
、
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

自
己
搬
入
料
地
元
減
免
は
問
題

中
遠
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺

地
区
の
住
民
は
、
ご
み
持
ち
込
み
料

が
減
免
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。
覚
書

の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

地
元
関
係
地
区
が
施
設
受
け
入

れ
に
あ
た
り
要
望
の
一
つ
と
し
て
出

さ
れ
、
覚
書
に
盛
り
込
ん
だ
。
旧
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
実
施
し
て
お

り
、
適
切
と
判
断
し
た
。
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教室の天井に設置された扇風機

通学路となっている小山鷲巣線
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ふくろい

よ り よ い ま ち づ く り を め ざ し て


